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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜研修案内＞
・第7回法人研修と第9回院内研修のレポートを3/31日（木）までに提出しましょう。
法人研修のレポートは、教育委員会宛てにメールを返信。
院内研修のレポートは、共有フォルダの2021年度教育委員会→レポート提出用フォルダ！！提出はこちら！！へ保存してください。
＜全体連絡＞

・利用者様の評価について
2021年2月以降に登録となった利用者様の転倒転落アセスメントスコアシート、LASMIの作成、電カルへのアップロードを早急に行いましょう
対象利用者様→山下　拓也様
・4月1日付疾患別診療計画書 作成・アップロード期日 4/15(金)厳守
＜利用者様情報＞

デイケア
・藤村　翔様　　～グループホーム世話人より情報提供あり。昨日デイケアを欠席し青明舎を利用しているが、その際に特定相談員(森氏)に現状についての相談が有ったとの事。グループホームを退所したい、デイケアを卒業したいと聞かれた背景には、10年以上同じ生活を繰り返した事に疲労感を感じたが、それと同時に達成感を感じ次のステップに向かいたいと考えた上での発言であったとの事。本人なりの具体的な将来像も聞かれており、青明舎に就職すると話していたとの事。その際に自分より年齢の若い職員(村井氏、伊藤氏)に退社してもらい、その穴埋めを自身でするとも聞かれていたとの事。徐々に妄想様の発言が強まり最終的には「北島三郎先生から電話が来るのでその際に、相談して決める」と非現実的な発言が聞かれていたとの事。
・関　秀治様　　～グループホーム世話人から情報提供有。最近特定利用者様（川村享様）と交流を図る事が多くなり、デイケア外でも会う事があるとの事。交流の中でお互いの悩みを話すようになり、近ごろ年金に関する相談を受けたとの事。相談内容は、その特定利用者様に支給される2022年2月分年金が支給されなかったとの事で、真相を確認するべく二人で郵便局に記帳しに行って来たとの事。そこで記帳されていない事実が明らかになり、その利用者様の力になりたいと考えた結果、自身のグループホーム（一番館）の電話で年金機構に問い合わせを行ったとの事。機構側からは、すぐに詳細の確認は出来ないとの事で、後日書類を特定利用者様宛に送ると言われたとの事。しかし、特定利用者様とのやり取りで数日間経っても書類が届いていない事が気になり、出来事を一人で処理する事が出来ず、今朝の訪問時に世話人に相談があったとの事。世話人からは他者の金銭事情に関わる事はふさわしくない事であると助言し、デイケアスタッフにも報告し相談するように促しているとの事。本日の来所後すぐにデイケアスタッフにも上記の内容で報告が聞かれる。特定利用者様の金銭に関わることは本人の課題ではない事を説明し、適切に年金を受給できるようにデイケアスタッフ側でサポートする事を伝えている。スタッフの説明に安堵したのか、表情穏やかに「ありがとうございます、安心しました」と聞かれ、今後は介入しない事としている。
ショートケア
特記事項無し。
デイナイトケア
・繁名　和恵様　～昨日、咳・鼻汁・喉の痛みを訴えており（観察上は症状見られていない）、様子観察のためデイナイトケアを欠席していた。昨日の様子として、終日T36℃台で経過し上記症状を訴える事無く過ごしており、夕食後や本日朝食後に咳込むことがあるものの「食べたのが変なところに入る」と話していたためムセと思われると青風荘より情報提供あり。症状が続いていないと判断し、本日より利用再開。来所直後より笑顔見られており「昨日はありがとうございましたー！」とスタッフへ話し掛けている。テレビ観賞しながら独語を話すことがあるも、穏やかであり他利用者様やスタッフへ積極的に交流し過ごしている。
・船場　幸子様　～来所後より気分の高さが見られており、様々な女性利用者様に過干渉気味になっている。特に馴染みの利用者様（繁名　和恵様）が他利用者様と会話していると「繁名ちゃん！こっちだよー！」と自身の方へ呼び寄せることもある。プログラム中の過度な話し掛けは無いが、余暇時になると距離を詰めて関わることがあり、様子観察している。
